
1 

 

   
２０２５年６月１０日 

各     位 

会 社 名 ＲｅＹｕｕ Ｊａｐａｎ株式会社 

代表者名 代 表 取 締 役 社 長 

重富  崇史 

 (東証スタンダード：９４２５) 

問合せ先 企 画 管 理 部 長 

武本  遼祐 

電話番号 ０３－６２３０－９３８８ 

Ｕ Ｒ Ｌ https://www.reyuu-japan.com/ 

 

 

2025年 10月期通期業績予想に関するお知らせ 

 

 

2025年 10月期の通期業績予想につきまして、下記のとおりお知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１． 当期の業績予想数値(2024年 11月１日～2025年 10月 31日) 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想 （Ａ） -   -   - -   -   

今回修正予想 （Ｂ） 5,174   △170    △191   △224   △41.11 

増 減 額 （Ｂ－Ａ） -   -    -   -   - 

増 減 率 （％） -     -     -   -   - 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 2 4 年 1 0 月 期 ） 
4,731  △64  △79  △86  △15.33  

 

２． 当期の業績予想数値の理由 

当社の経営成績は、2023年 10月期から 2024年 10月期にかけて改善が進み、売上高は 4,089

百万円から 4,731百万円へ拡大し、営業損失は 185百万円から 64百万円へと縮小いたしまし

た。こうした実績を踏まえ、2025年 10月期につきましても、より一層販売網と調達網の取引

基盤を拡大していることから、増収および営業黒字への転換を想定しておりました。 

一方で、在庫の回転率や収益性の向上を目的に、従来保有していた一部棚卸資産について、

市況や需要動向を踏まえた戦略的な見直しを行い、上半期中に計画的な放出を実施いたしま

した。この取り組みにより、短期的には採算に一定の影響を及ぼしたものの、営業キャッシ

ュフローの大幅な改善と、保有在庫の圧縮による財務体質の健全化といった成果も得られて

おります。本対応は、在庫構成の最適化を通じた健全な収益構造の確立を目指すものであり、
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中長期的には収益力の底上げと、持続的な成長に向けた確かな布石と位置づけております。 

現在、2025 年１月 30 日付で代表取締役社長に就任した重富崇史を中心とする新経営体制

のもと、商品調達力の強化と海外販路の拡大を軸に、収益構造の更なる転換に取り組んでお

ります。安定的な黒字体質の確立に向けた改革は着々と進展しており、当期下半期は営業黒

字を見込んでおります。今後も、より高い成長軌道への移行を目指し、全社一丸となって取

り組んでまいります。 

 

※半期毎の経営成績（参考） 

  売上高 営業利益 経常利益 純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 

2023 年 11 月～2024 年４月 2,648   △９   △16 △17   

2024 年５月～2024 年 10 月 2,083   △54    △63   △68   

2024 年 11 月～2025 年４月 2,973   △205    △211   △242   

（予想） 

2025 年５月～2025 年 10 月 
2,200 35 20 18 

 

なお、実際の業績等は今後の様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。開示

すべき重要な事項が発生した場合には速やかに業績への影響をお知らせいたします。 

 

以 上 

 

 


